
 
  

 

令和５年度筑波大学(東京キャンパス)公開講座 

「特別支援教育の教材・指導法の基礎」を実施しました。 

  

11月23日（祝）に筑波大学(東京キャンパス)において、令和５年度筑波大学(東京キャンパス)公開講座「特別

支援教育の教材・指導法の基礎」をオンラインで実施しました。北海道から沖縄まで全国の先生方５３名が参加さ

れ、情報保障が必要な先生には、テキスト資料の配付と PC 要約筆記での字幕の提示を行いました。 

アンケートからは概ね満足という結果が得られています。各障害種の講義は専門以外の話が勉強になったとい

う感想が複数あり、特別支援教育連携推進グループの特色を出せたのではないかと考えています。擬似体験に

ついては講義中も参加者の反応が高く、事後アンケートでは高く評価する意見も得られました。アンケートをふま

えて、次年度の開催内容を考えていきたいと思います。 

 

講義は筑波大学の障害 5 附属学校から派遣されている連携推進グループ構成員と附属大塚特別支援学校の教員

が担当しました。 

・「特別支援教育における教材の活用と指導について 竹田恵 筑波大学附属桐が丘特別支援学校教諭」 

・「見えにくさのある子どもへの教材・指導法 中村里津子 筑波大学附属視覚特別支援学校教諭」 

・「聞き取りにくさのある子どもへの教材・指導法 橋本時浩 筑波大学附属聴覚特別支援学校教諭」  

・「動きにくさのある子どもへの教材・指導法 竹田恵 筑波大学附属桐が丘特別支援学校教諭」 

・「理解のしにくさのある子どもへの教材・指導法 佐藤義竹 筑波大学附属大塚特別支援学校教諭」 

・「見通しのもちにくさのある子どもへの教材・指導法 稲本純子 筑波大学附属久里浜特別支援学校教諭」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義の様子 

令和５年度 筑波大学(東京キャンパス)公開講座 2023.11.24 
 


